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養父市まちづくり計画第２期基本計画（案）に対する意見募集 

（パブリックコメント）の実施結果について 

 

 

１ 概要 

養父市まちづくり計画第２期基本計画（案）について、市民の皆様からご意見（パブリッ

クコメント）を募集しました。 

その結果、２名の方から９件の養父市まちづくり計画第２期基本計画（案）に関するご意

見をいただきました。お寄せいただいたご意見の要旨及びご意見に対する本市の考え方

を次のとおり公表します。 

 

 

２ 意見募集の概要 

（１） 募集期間  令和７年 10月 31日（金）から令和７年 11月 20日（木）まで 

（２） 募集方法  電子メール、ファックス、郵送、持参 

（３） 縦覧場所  市ホームページ、養父市経営政策・国家戦略特区課及び各地域局 

 

 

３ 結果 

（１） 意見の提出方法 

意見数 ２人（９）件 

内訳 

電子メール ２人（９）件 

ファックス ０人（０）件 

郵送 ０人（０）件 

持参 ０人（０）件 
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（２）意見の内容及びご意見に対する本市の考え方 

意見番号 ご意見の要旨 本市の考え方 

１ 

【つながり人口の考え方について】 

 よいと思うが何を目的に、誰とつながるか、どんな方法で、をもっと突っ込

んで考えるべきでは。漠然としている。 

 たとえばつながるときの「我方」は必ずしも養父市民でなくてよいと思う、

市と市民に限定して考えると「つながり」は狭くなる。たとえば但馬と○○、

のようなイメージでの広げ方もよいのでは。 

 

 養父市のいう「つながり人口」は、「関係人口」を一歩前進させて、地域活

動にも参画する人を指しており、市にルーツがある人、二地域居住する

人、市に愛着を持っている人を想定しています。 

関係人口は、もう少し広い概念であり、地域の祭りに何度も参加する人、

副業で関わる人、ふるさと納税の寄附者なども含まれ、特定の地域に継続

的かつ多様な形で関わる人をいいます。 

養父市のまちづくり計画としては、つながり人口の一方を「但馬」ではな

く「養父市」と位置付けています。 

現在、国による「ふるさと住民登録制度」の導入が検討されており、関係

人口の全てではないものの、一定程度の可視化が進むものと考えていま

す。また、この可視化を通じて、地域とのつながり方の具体性、多様性など

関係人口の捉え方が深化するものと期待しています。 

２ 

【「誰一人取り残さない地域コミュニティ」の考え方、くくり方について】 

 息苦しいものを感じる。当方は U ターンして当地に帰ってきて 14年だが

都市部の互いの無関心、あるいは互いの距離感を懐かしく思う事多々あ

る。しばり・つながりが強いのも、強すぎるのもいただけない。自治協などそ

の典型、そこに近寄りたいと思わない。 

 

  「誰一人取り残さない地域コミュニティ」という考え方は、押しつけがまし

いものではなく、本人が望まない孤独や孤立を防ぐための理念です。地域

や社会の支援を通じて、誰もが孤立せずに安心して暮らせる環境づくりを

促進するものでありますのでご理解いただきたいと考えています。 

３ 

【SDGｓを取り挙げることについて（賛同できない）】 

 たいした取り組みができていないから。農業関係などその典型。今もネオ

ニコチノイド成分の殺虫剤が売られ、マイクロプラスチック原因の肥料材

（一発材）が売られ続けている。保田ぼかしの保田茂先生の苦言は当然だ

が当事者は馬耳東風状態。 

 

ＳＤＧｓは、全国的、世界的な取組であり、養父市においても取り組むべ

き目標として位置付けています。例えば、ご意見をいただいた農業につき

ましても環境に配慮した持続可能な農業については、現在も取り組んでお

り、今後も農業者の理解を深めながら進めていく事が必要であると考えて

います。 
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意見番号 ご意見の要旨 本市の考え方 

４ 

【人口減少対策について】 

次の世代の方が街を維持していくにはまずは子育てとか言っているが

豊岡市では男性が 5割帰ってくるが女性は 2割しか帰ってこない。私の考

えでは若い女性が好む店舗等の誘致をするべき。具体的に言えばファスト

ファッション店や外食チェーン店を誘致すべき。 

 

 国全体として女性の東京圏への流出が問題となっており、ご意見のとお

り市の魅力を総合的に高めていくためにはご意見のような商業施設の有無

も影響すると考えています。 

ただし、まちづくり計画は、市の将来像を描くとともに、その実現に向け

て市民の皆さまと共有する市の最上位の計画であることから、大枠の総括

的な方針について定めた計画となっております。 

まちづくり計画第２期基本計画（案）に対するご意見としては、回答でき

かねますので具体的な政策提言として承ります。 

５ 

【全般について】 

朝倉地区に国道 9号広域沿道土地利用計画に基づいておもてなし区

域になっておりますのでそれに沿ってしっかり事業計画を進めるべきでは

ないでしょうか。 

また、八鹿氷ノ山 IC周辺を市の顔として他の地域から誘導すべきでそ

れが市の経済を活性化の原動力になるのではないでしょうか。 

 

 朝倉地区のおもてなし区域には、大型ショッピングセンターや物流拠点

施設などが立地しており、概ね目的どおりの運用が進んでいるものと考え

ていますが、他の計画に対するご意見であり、まちづくり計画第２期基本計

画（案）に対するご意見としては、回答できかねますので国道 9号広域沿

道土地利用計画についてのご意見として、関係団体及び関係部署と共有

します。 

６ 

【全般について】 

八鹿駅周辺の事業計画が現在は頓挫していますが具体的にいえば駅舎

のリフォームやトイレの移転や共用通路の設置や駅構内のエレベーター設

置すべき 

 

 他の計画に対するご意見であり、まちづくり計画第２期基本計画（案）に

対するご意見としては、回答できかねますので八鹿駅周辺の事業計画に

ついてのご意見として、関係部署と共有します。 

７ 

【全般について】 

アニメ聖地を使った観光を実施して若者の来訪者増やすべき 

 

 アニメではありませんが、近年、市内が映画のロケ地として撮影が行われ

ており、PRを進めているところです。 

まちづくり計画第２期基本計画（案）に対するご意見としては、回答でき

かねますので政策提言として、関係部署と共有します。 
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意見番号 ご意見の要旨 本市の考え方 

８ 

【全般について】 

 市役所の本庁舎を現在の本庁舎の場所に 10階建てを整備すべき。 

 現在庁舎が分散しているため無駄なコストがかかっている。集約化を行

って省エネや移動のコストなどを削減するなど行政を効率化すべき。 

 

 

 市役所本庁舎は、昭和 59年に竣工し、現在、41年が経過しています

が、耐用年数は経過していない状況です。 

 現在、具体的な市役所の建て替え計画はございませんが、将来的な政

策提言として、関係部署と共有します。 

９ 

【全般について】 

 将来市を維持するのにはコンパクトシティしか考えられない。コンパクトシ

ティにすることで八鹿町に総合病院、市役所、駅、インターなどハード事業

を集約化すべき。 

 

コンパクトシティという考え方は、市の今後の方向性として選択肢の一つ

ではありますが、地域の特性や多様な課題を踏まえた上で柔軟かつ多面

的なまちづくりを進める必要があると考えております。 

まちづくり計画第２期基本計画（案）に対するご意見としては、回答でき

かねますので政策提言として、関係部署と共有します。 

 


